
国連会議で歴史的な核兵器禁止条約が採択されたことを紹介し、市長がど

う受けとめたのかを質問しました。市長は「現実的・実践的な取り組みを積

み重ねていくとの立場から日本は採択に参加しなかった」と、日本政府の不

参加の理由を述べただけでした。

また、市長に「ヒバクシャ署名」への署名を求めたところ「被爆された方々

が主体となって取り組まれた国際署名であることは認識」「署名の取り扱い

も含め核兵器廃絶の思いを伝える方法を考えていく」としました。

日本共産党市議会議員 松坂みち子の活動報告
ご意見など、ぜひお寄せ下さい。
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みち子のひとりごと

台風の日

「核兵器禁止条約」市長の受けとめは？

一般質問 行いました
私松坂は15日、核兵器廃絶や福祉施策で市の姿勢をただしました。
以下、その内容を簡単に紹介します。

生活保護制度 わかりやすく広報を

生活保護基準以下の生活で生活保護制度を利用できている世帯の割合を捕

捉率と言います。制度を利用するには様々な要件があるため、国が示した数

値でも大きな幅がありますが、それらの数値を基に計算すると市内に少なく

見ても3500世帯以上、生活保護制度を利用できるのにしていない状況にあ

ると言えます。一方、仕事がある、年金がある、持ち家に住んでいるなどの

理由で生活保護制度を利用できないと思っている人がいます。制度をわかり

やすく記載したパンフレットの作成や市ホームページへの掲載を求めました。

福祉局長は「制度の周知に有効な手段だと考えている」と答えました。
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市民と歩む図書館
～図書館が変わる!?～

9月30日(土）
14:00 ～ 16:00

勤労者総合センター ６F

講師 山本健慈さん 元和歌山大学学長

渡部幹雄さん 和歌山大学教授
同付属図書館長

2019年、新図書館が会館します。地域の人々
に愛される図書館づくりに関わって来られた
お二人のお話をお聞きしましょう。図書館に
対するイメージが変わるかもしれません。

参加費無料・予約不要
どなたでも参加できます

主催：「市民と歩む図書館」開催実行委員会
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農業振興へ活用策提案
森下さち子議員

13日森下議員は、農業振興や保育
行政で市の姿勢をただしました。

森下市議は、和歌山市の市街化農地
がこの20年間で半減したことを示し、

固定資産税や相続税が宅地並みに課税
されることが拍車をかけていると指摘。
市街化農地であっても農地並み課税を

継続する生産緑地制度のさらなる活用
など対応を求め、尾花正啓市長は「都
市と緑地や農地との共生をめざしたい」

と答弁しました。
森下市議は公立保育所・幼稚園を

「行政改革」の対象にして統廃合を進

めているを批判。市長は、統廃合によっ
てつくられる幼保連携認定型こども園
が多様化する保育ニーズに対応できる

と答えました。森下市議は「公立保育
所を行革の対象とするのではなく保護

者目線、子ども目線が第一。住民の願
いから出発するべきだ」と求めました。

市有地活用など要求
ひめだ高宏議員

14日、ひめだ議員は道路や市有地
の問題で問題で市の姿勢をただしまし

た。
ひめだ市議は、琴の浦リハビリテー

ションセンターへ行く進入路拡幅につ

いて、市が県と協働するとしながら進
んでいない状況を質問。尾花正啓市長
は「今後、当該道路の拡幅の整備等に

ついて県と協議する」と答弁。道路浸
水対策について巽建設局長は「効果的
かつ効率的な浸水対策を行う」と答え

ました。
ひめだ市議は、市の依頼により市土

地開発公社が先行所得した土地が、そ
の後の計画変更などによって使い道が
決まっていない市有地の問題を取り上

げ、専門部署を設けるなどして有効活
用するよう要求。田又財政局長は「有
効活用については、市公有財産等検討

委員会で検討を行っている」としまし
た。


